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１ 下の図Ⅰにおいて，△ＡＢＣは∠ＡＣＢ＝９０ °，∠ＡＢＣ＝６０ ° の直角三角形，△ＡＢＤは

∠ＡＤＢ＝９０ °の直角二等辺三角形とし，辺ＡＣと辺ＢＤとの交点をＥとします。

次の（１）～（３）の問に答えなさい。（（（（HHHH12121212宮城県入試問題宮城県入試問題宮城県入試問題宮城県入試問題））））

（１）∠ＤＡＣの大きさを求めなさい。

１５°

（２）辺ＡＤと辺ＢＣの長さの比を求めなさい。

（３）右の図Ⅱは，図Ⅰにおいて，辺ＡＤの

延長と辺ＢＣの延長との交点をＦとし，

２点Ｆ，Ｅを通る直線と辺ＡＢとの交点

をＧとしたものです。

次の①，②の問に答えなさい。

① 図Ⅱにおいて，△ＡＥＤと合同な三角形

を答えなさい。また，△ＡＥＤとその三角

形が合同であることを証明しなさい。

△ＡＥＤと合同な三角形： △ＢＦＤ ①，②，③から
【証明】（例） １辺とその両端の角がそれぞれ等しいから
△ＡＥＤと△ＢＦＤにおいて △ＡＥＤ≡△ＢＦＤ
△ＡＢＤは二等辺三角形であるから

ＡＤ＝ＢＤ …①
∠ＡＤＥ＝∠ＢＤＦ＝９０° …②
∠ＥＡＤ＝∠ＦＢＤ＝１５° …③

② ＢＥ＝ aとするとき，線分 DEの長さをａを用いた式で表しなさい。
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∠ＤＡＢ＝４５° ，∠ＣＡＢ＝３０° より
∠ＤＡＣ＝４５° －３０° ＝１５°

特別な直角三角形の３辺の比より
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△ＡＥＤ≡△ＢＦＤから，ＤＥ＝ＤＦとなり，△ＤＥＦは直角二等辺三角形である。
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２ 図Ⅰのように，AB ＝ AC ＝ 4cm である直角

二等辺三角形 ABC において，辺 AC の中点を

Mとして，点 Bと点Mを結びます。

次の（１）～（３）の問に答えなさい。

（（（（HHHH15151515宮城県入試問題宮城県入試問題宮城県入試問題宮城県入試問題））））

（１）∠ ACBの大きさを求めなさい。

４５°

（２）線分 BMの長さを求めなさい。

cm

（３）図Ⅱのように，図Ⅰの直角二等辺三角形 ABC

の点 Aを通り，線分 BMに垂直な直線をひき

ます。この直線と線分 BMとの交点を D，

辺 BCとの交点を Eとします。

また，この直線と，点 Cを通り辺 ABに平

行な直線との交点を Fとします。

次の①から③の問に答えなさい。

① △ ABE∽△ FCEを証明しなさい。

【証明】（例）
△ABEと△FCEにおいて
対頂角は等しいから

∠AEB＝∠FEC…①
平行線の錯角は等しいから

∠BAE＝∠CFE…②
①，②より，２組の角がそれぞれ等しいから △ABE∽△FCE

② 線分 AEの長さを求めなさい。

cm

③ △ BEDの面積を求めなさい。
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△ＡＢＭで，三平方の定理より
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２ ＢＭ＞０

ＢＭ＝ ２０
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△ＡＢＭと△ＣＡＦにおいて
ＡＢ＝ＣＡ（仮定）…①
∠ＡＢＤ＋∠ＢＡＤ＝９０° （ＡＤ⊥ＢＭ
∠ＦＡＣ＋∠ＢＡＤ＝９０° （∠ＢＡＣ＝９０° ）
したがって，∠ＡＢＤ＝∠ＦＡＣ…②
同様に∠ＤＡＢ＝∠ＡＭＢ

したがって，∠ＡＭＢ＝∠ＡＦＣ…③
①，②，③より，△ＡＢＭ≡△ＣＡＦ
よって，ＡＭ＝ＣＦ＝２

ＡＢ∥ＣＦより，∠ＤＡＢ＝∠ＡＦＣ（錯角）

）

△ＡＢＥ∽△ＦＣＥよりＡＥ：ＥＦ＝ＡＢ：ＦＣ

つまりＡＥ＝

ＡＦを△ＡＦＣで三平方の定理より求めると
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(３)①の問題より，ＢＥ：ＥＣ＝２：１

(３)②の問題より，
２角が等しいので，相似である。
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※最初にＥＧの長さを求め，次にＥＦを求め，その差を求めればよい。
∠ＡＢＧ＝３０° ，∠ＢＡＧ＝６０° より∠ＡＧＢ＝９０° となる。

△ＡＢＧの３辺の比から，ＡＢ：ＢＧ＝２：

△ＡＦＥ∽△ＣＦＥであり，相似比はＡＥ：ＣＢ＝４：６＝２：３
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３ 図Ⅰのように，AB＝ 4cm，AD＝ 6cm，

∠ ABC＝ 60°である平行四辺形 ABCDに

おいて，∠ ABCの二等分線と辺 AD，対角

線 ACとの交点をそれぞれ E，Fとします。

また∠ DABの二等分線と線分 BEとの交点

を Gとします。

あとの（１）～（３）の問に答えなさい。

（（（（HHHH20202020宮城県入試問題宮城県入試問題宮城県入試問題宮城県入試問題））））

（１）線分 AEと辺 BCの長さの比を求めなさい。

２：３

（２）線分 FGの長さを求めなさい。

cm

（３）図Ⅱは図Ⅰにおいて，対角線 ACの

垂直二等分線と線分 BEとの交点を H

としたものです。線分 FHの長さを求

めなさい。
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２ ３
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１４ ３
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∠ＡＢＣの二等分線だから∠ＡＢＥ＝∠ＥＢ
ＡＤ
△ＡＢＥは二等辺三角形となり，ＡＥ＝ＡＢ
ＡＥ：ＢＣ＝４：６＝２：３

∥ＢＣより錯角は等しいから∠ＥＢＣ＝
Ｃ＝３０°
∠ＡＥＢ＝３
＝４cm

０°

Ｉ

対角線ＡＣの垂直二等分線と対角線ＡＣとの交点をＩとする。
∠ＡＦＧ＝∠ＨＦＩ（対頂角），∠ＡＧＦ＝∠ＨＩＦ＝９０°

より，△ＡＦＧ∽△ＨＦＩ
△ＡＢＧにおいて，三平方の定理より

△ＡＦＧにおいて，三平方の定理より
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ＡからＢＣに垂線をおろし，交点をＪとする。
△ＡＢＪは３０° ，６０° ，９０° の直角三角形より３辺の比を使うと，

ＢＪ＝

△ＡＪＣにおいて三平方の定理から
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対角線ＡＣの垂直二等分線より，ＡＩ＝
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